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三島市の取り組み

● 三島市としての取り組み
・ 2020年後も見据え、スポーツと文化を一体と捉えた活動を継続的に推進。

→ 官民協働による「三島市スポーツ・文化コミッション」を設置。
・ 小・中学生を対象に「みしまジュニアスポーツアカデミー」を設立。

● 広域と連携した取り組み
・ コミッション機能を有する「静岡県東部地域スポーツ産業振興協議会」を県東部20市町及び
民間企業・団体等で設立。三島市が事務局を務める。
・ 伊豆での自転車競技開催に合わせ、サイクリングによる地域活性化。

→ 三島市はハブ的なセンター機能を整備。

ジュニアスポーツアカデミー 静岡県東部地域スポーツ産業振興協議会設立 ベロドロームでのアジア大会



スポーツプログラムの取り組み

● コミッションの活動状況
・ 平成27年度にスポーツ庁の補助金を受け以下の事業を実施

○ U12女子サッカー大会誘致
○ノルディックウオーキング全国大会実施
○東レアローズとタイアップしUSAバレー代表の事前合宿誘致

→ 第１次で「ホストタウン」に登録。
・ 市単独コミッションと東部20市町からなる広域コミッションの連携。
・ 官民連携によるインバウンドを意識したコミッション設立が重要。

ノルディックウオーキング全国大会U12女子サッカー 女子プロゴルフツアー 地元開催



ホストタウンの取り組み

● 活動状況
・ 三島市は『スマートウエルネス』を推進。スポーツも重点項目。
・ 「三島市スポーツ・文化コミッション」がスポーツ庁の補助金を受け、東レアローズと連携し
平成27年9月開催のバレーボールワールドカップでUSA代表バレーボールの事前合宿を誘致。
エキシビションマッチ、文化交流を実施。

→ 実績が評価され第１次で「ホストタウン」に登録。
・ 機運醸成のため、年次計画に沿ってオリンピアンセミナーを開催。

文化交流（三嶋大社参拝）エキシビションマッチ オリンピアンセミナー（大山加奈さん）



文化プログラムの取り組み

● 活動状況
・ インバウンド向け
○刀剣×ゲーム ：地元美術館への誘客。
○箱根八里 ：歴史街道PRによる文化観光。ノルディックウオーキングを絡めたツーリズム。
○祭り ：地域伝統文化（シャギリ、農兵節など）の体験。

↑ 平成28年度に歴史的風致維持向上計画認定。
○案内システム ： 7ヵ国語に対応したモバイルシステムで歴史的資源を紹介。

・ 市民向け
○アーティストによる学校現場でのワークショップ実施。
○デザイナーと地元企業等による創造産業の活性化。

夏祭りでのシャギリの様子美術館での刀剣乱舞コラボイベント 学校でのワークショップ



支援してほしい事

● コミッションの取り組み
・ スポーツ・文化の両面からなるコミッションの設立支援及び設立後のサポート。

→ 窓口の一本化による大会・合宿誘致の活性化。
・ コミッション設立の全国展開。

→ 各コミッションの連携により、インバウンドにも対応した回遊性の向上。

● ホストタウンの取り組み
・ 2020東京オリ・パラに関する表現の規制緩和。
・ ホストタウン自治体間の連携調整。

● 文化プログラムの取り組み
・ beyond2020プログラムの更なる認知向上による認証取得効果の拡大。
・ 自治体間連携調整（特に東京と地方）。
・ 海外への情報発信。
・ 子どもへのレガシー（文化に関する少年団の設立支援など）


